
はじめに

※軸受のボールには触れな

　いようにご注意下さい。　

　もし軸受を落下させ砂、　

　埃等が付着しました場合

　には使用せず購入先にお

　知らせ下さい。手数料と

　送料のみで取替えいたし

　ます。（新品未使用の場合）

ボール

(軸受について )

軸受

ピン

ロック付ハンドル

Oリング

NO.８００B－００２０取替式バルブ用ハンドルロック　（以下、本品）は精密部品により構成されて

います。作業環境は埃などの舞う環境を避け、作業前には手を洗い素手にて作業を行って下さい。

本品は開梱時組立てした状態になっており、作業前に分解して頂く手順になっております。

本品は屋内用に設計されており、屋外、沿岸部でご使用の場合にはご相談下さい。また、屋内に於い

て腐食性ガスを取扱う場所は避けて下さい。

※取り外した部品は、コピー用紙等の綺麗な場所に置き組み立て時に砂や埃等の付着にご注意お願い

　します。

※8頁目に取替方法の QR コードがございます。本取扱説明書と併せてご参照ください。

※本品の現場での取替・設置作業は弊社は行っておりません。ご自身で行って頂くかメンテナンス、　

　または鍵の専門業者等にご相談下さい。
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ピンは、針 (クリップ等 )で

押しますと簡単に抜けます。

※衝撃を与え抜かないで下

　さい。

※底面を下に向けピンを抜

　くと軸受が落下しますの

　でご注意お願いします。

※ピン穴を下に向けるとピ

　ンが落下することがあり

　ますのでご注意下さい。

　

分解②　ロック付ハンドルの底面を上に向けピン
　　　　2本を抜き取る
　

針
ピン

ロック付ハンドルの底面

分解①　Oリングを上にずらす。

ピン穴付近、Oリングの

隙間に針 (クリップ等 )

を入れて Oリングを上に

ズラシて下さい

※下にズラシ Oリングを

　取り外さないで下さい。

※ドライバー等で無理に

　外すと切れる原因にな

　りますのご注意お願い

　します。

　

針
Oリング

この度は弊社製品をお買上げ頂きまして誠に有難うございます。本取扱説明書は、必要な時にすぐに取り出せる

場所に大切に保管して下さい。本製品を他の方に譲渡する際には、本取扱説明書も併せてお渡しください。

分解③　人差し指と親指を使ってゆっくり軸受
　　　　を取り出す

軸受 ※衝撃を与えますと組み立

　て部品（ボール）が外れ

　る可能性がありますので、

　指で軸受をつまみ取り出

　して下さい。

※軸受は 120 度間隔で抜け

　る位置がありますので、　

　抜けない場合は回しなが

　ら抜いて下さい。

抜き取れない場合は回しながら抜く

取扱説明書 (ボールバルブ用) 2018,2,21(B20-2 改定 )



小判穴

2

工程①　ハンドルを閉める

※ハンドルは閉めた状態で取替作業を
　して下さい。
※バルブ軸に油、不純物が付いている
　場合は取り除いて下さい。
※ハンドルは元に戻す時、錠装置が不
　具合の折に必要になりますので捨て
　ずに保管下さい。

工程②　ハンドルを取り外す

ハンドルを閉めた状態での取替方法　※(開放時、中間位置での取替方法は 4、5、6、7ページ )

工程③　バルブ軸に軸受、軸受ナットを取付ける

工程④　軸受けを固定する

板スパナ

Oリング

ロック付ハンドル

軸受ナット

内容の確認　※本製品の内容品を確認してください

専用工具板スパナ 鍵

別売品

※工程④の軸受の固定には板スパナを推奨しております、スパナの
  厚みが厚いとバルブに接触し作業できない可能性があります。

　ピン×2本

※締め込む時は軸受が
　浮かないよう手で持
　ち押さえて下さい。

※しっかり締め付ける
　際は、軸受が回りま
　すので、必ず板スパ
　ナで固定して下さい。

専用工具を軽く回し、止まる
ところまで締め込み仮固定する

1、 板スパナで軸受を固定し、しっかり
締め付ける

2、

※強く締めると
　バルブの仕切
　弁が回転しま
　すのでご注意
　下さい。

バルブ軸

Oリング

ボール×3個

軸受

バルブ
ストッパー

バルブ軸

目印 【軸受上面】

( 軸受について ) ( 軸受の取り付け方向 )

バルブストッパー

※目印をバルブストッパーの
　方向に向け取付ける

目印

！

目印をバルブストッパーの
反対に向けてはいけない

間違った取付方向

目印

※軸受けナットには 1回限定の緩み防止が塗布されています、ナットの再使用は緩みの原因になりますので新しいナットをお買い求め下さい。

1-8,2-7 を A3　両面印刷

【軸受底面】

取付方向を間違

わないよう目印

がある　　　　

バルブ軸の形状

に合うよう小判

穴になっている

ハンドル取替方法 (位置 )は、閉時、開放時、中間位置で対応可能です。

ハンドル
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ピン

工程⑥　ロック付ハンドルにピンを挿入し Oリングで固定、作業完了。

標準品ではピンの抜け止めに Oリングを
付属しておりますが、使用環境により市
販のホースクリップをご使用ください。

Oリング

抜け止めピンは Rの先端から挿入する

ピン穴の溝

取替完了

バルブストッパー
垂直位置

90 度左

締付時、軸受が回った場合、目印が

垂直位置から 90 度左の範囲内であれば、

そのまま取付する事ができます。

！ 注意①

目印

※締付後、再度、軸受取付方向の確認お願いします。

バルブストッパー
垂直位置

90 度左

目印が垂直位置から右側に回った場合、板スパナ

を使い軸受を回し、垂直位置から 90 度左の範囲

内まで戻して下さい。

！ 注意②

目印
バルブストッパー

※目印がバルブストッパーの方向
　に向いているか確認する

目印

工程⑤　ロック付きハンドルを被せる

ロックボタン

ロック付ハンドル

( ロック付ハンドルの取り付け方向 )

ハンドルの取っ手

バルブのストッパー

※ハンドルの取っ手がバルブストッパーと

　反対方向に被せる

ロック付きハンドルが最後

まで下がっていない。

垂直位置

ハンドルの取っ手を

垂直位置に向けて

被せる

ロック付ハンドルと軸受の底面は

面一になります。

ロック付きハンドルが最後まで下がらない場合

※ロックボタンを押した状態 (出荷時の状態 )

　で組み立てして下さい。

バルブのストッパー

垂直位置

※軸受が回った場合、ハンドル

　を垂直位置から 90 度右に回

　さないとロック付ハンドルは

　最後まで下がりません。

　(工程④　注意①参照 )　

配管

90度
右回転



ハンドルを開いた状態での取替方法
工程①　ハンドルを開く

※ハンドルは開いた状態で取替作業を
　して下さい。
※バルブ軸に油、不純物が付いている
　場合は取り除いて下さい。
※ハンドルは元に戻す時、錠装置が不具
　合の折に必要になりますので捨てずに
　保管下さい。

工程②　ハンドルを取り外す

バルブ軸

※軸受けナットには 1回限定の緩み防止が塗布されています、ナットの再使用は緩みの原因になりますので新しいナットをお買い求め下さい。

工程③　バルブ軸に軸受、軸受ナットを取付ける

(軸受の取り付け方向 )

バルブ軸

バルブ
ストッパー

バルブストッパー

垂直位置

※目印が垂直位置から左になる
　よう取付ける

垂直位置

間違った取付け方向！

目印

(軸受について )

工程④　軸受けを固定する

専用工具を軽く回し、止まる
ところまで締め込み仮固定する

1、

板スパナ

板スパナで軸受を固定し、しっかり
締め付ける

2、

※強く締めると
　バルブの仕切
　弁が回転しま
　すのでご注意
　下さい。

バルブストッパー
垂直位置

90 度左

締付時、軸受が回った場合、目印が

垂直位置から 90 度左の範囲内であれば、

そのまま取付する事ができます。

！ 注意①

目印

※締付後、再度、軸受取付方向の確認お願いします。

バルブストッパー
垂直位置

バルブストッパー
垂直位置

90 度左

目印が垂直位置から右側に回った場合、板スパナ

を使い軸受を回し、垂直位置から 90 度左の範囲

内まで戻して下さい。

！

目印

※目印が垂直位置から左の位置
　にあるか確認する

注意②

目印

※締め込む時は軸受が
　浮かないよう手で持
　ち押さえて下さい。

※しっかり締め付ける際は、
　軸受が回りますので、必ず
　板スパナで固定して下さい。
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小判穴 【軸受底面】

バルブ軸の形状

に合うよう小判

穴になっている

目印
【軸受上面】

取付方向を間違

わないよう目印

がある　　　　

目印が垂直位置から右に取り
付けてはいけない

目印

ハンドル



工程⑤　ロック付きハンドルを被せる

ロック付きハンドルが最後

まで下がっていない。

ロック付ハンドルと軸受の底面は

面一になります。

ロック付きハンドルが最後まで下がらない場合

※ロックボタンを押した状態 (出荷時の状態 )

　で組み立てして下さい。

ロック付ハンドル

ロックボタン
( ロック付ハンドルの取り付け方向 )

垂直位置
バルブのストッパー

水平位置

配管

ハンドルの取っ手を水平方向に向け被せる

工程⑥　ロック付ハンドルにピンを挿入し Oリングで固定、作業完了。

標準品ではピンの抜け止めに Oリングを
付属しておりますが、使用環境により市
販のホースクリップをご使用ください。

取替完了

ピン

Oリング

ピン穴の溝

抜け止めピンは Rの先端から挿入する

【背面方向】

バルブの
ストッパー

水平位置

90 度
右回転
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ハンドルを中間位置での取替方法

工程①　ハンドルを中間位置にする

※ハンドルは中間位置で取替作業をして
　下さい。
※バルブ軸に油、不純物が付いている場
　合は取り除いて下さい。
※ハンドルは元に戻す時、錠装置が不具
　合の折に必要になりますので捨てずに
　保管下さい。

工程②　ハンドルを取り外す

バルブ軸

※軸受が回った場合、ハンドル

　を水平位置から 90 度右に回

　さないとロック付ハンドルは

　最後まで下がりません。

　(工程④　注意①参照 )　

ハンドル
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※軸受けナットには 1回限定の緩み防止が塗布されています、ナットの再使用は緩みの原因になりますので新しいナットをお買い求め下さい。

工程③　バルブ軸に軸受、軸受ナットを取付ける

バルブ軸

バルブ
ストッパー

垂直位置

間違った取付け方向！

目印

(軸受について )

板スパナ

小判穴 【軸受底面】

バルブ軸の形状

に合うよう小判

穴になっている

目印
【軸受上面】

取付方向を間違

わないよう目印

がある　　　　

目印が垂直位置から右に取り
付けてはいけない

(軸受の取り付け方向 )

バルブストッパー

垂直位置

※目印が垂直位置から左になる
　よう取付ける

目印

バルブストッパー垂直位置

90 度左

目印

工程④　軸受けを固定する

専用工具を軽く回し、止まる
ところまで締め込み仮固定する

1、 板スパナで軸受を固定し、しっかり
締め付ける

2、

※強く締めると
　バルブの仕切
　弁が回転しま
　すのでご注意
　下さい。

！

締付時、軸受が回った場合、

目印が垂直位置から 90 度左

の範囲内であれば、そのまま

取付する事ができます。

注意①バルブストッパー
垂直位置

90 度左

目印

※締付後、再度、軸受取付方向の確認お願いします。

※目印が垂直位置から左の位置
　にあるか確認する

目印が垂直位置から右側に

回った場合、板スパナを使

い軸受を回し、垂直位置か

ら 90 度左の範囲内まで戻し

て下さい。

！ 注意②

※締め込む時は軸受が
　浮かないよう手で持
　ち押さえて下さい。

※しっかり締め付ける際は、
　軸受が回りますので、必ず
　板スパナで固定して下さい。

垂直位置

ハンドルの取っ手

バルブのストッパー

工程⑤　ロック付きハンドルを被せる

ロックボタン

ロック付ハンドル

※ロックボタンを押した状態 (出荷時の状態 )

　で組み立てして下さい。

配管

90度
右回転

ハンドルの取っ手を垂直方向に向け
被せる

1、 2、ハンドルを90度右に回す
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ハンドルを閉めた状態での取替方法　※(開放時、中間位置での取替方法は 4、5、6、7ページ )

ロック付きハンドルが最後

まで下がっていない。

ロック付ハンドルと軸受の底面は

面一になります。

ハンドルを 90 度右に回すと垂直位置から 90 度の範囲内で
ロック付ハンドルが最後まで下がります。

ピン

工程⑥　ロック付ハンドルにピンを挿入し Oリングで固定、作業完了。

標準品ではピンの抜け止めに Oリングを
付属しておりますが、使用環境により市
販のホースクリップをご使用ください。

Oリング

抜け止めピンは Rの先端から挿入する

ピン穴の溝

取替完了

①キーを差込み 90 度右に
　回してから元に戻しキー
　を抜く。

②ロックボタンが上がる ③ハンドルを回し調整する ④ロックボタンを押して
　施錠完了

ハンドルが空回りしている
事を確認して下さい。

操作方法 ※軍手を装着し操作して下さい。

※注意

※操作時、バルブストッ
　パーとロック付ハンドル
　の隙間に手を挟まない
　よう注意下さい。

隙間

バルブストッパー

※ハンドル操作時には、バルブ軸に回転方向
　以外の加重が掛からぬようご注意ください。

MEMO”

ロックボタン



特注製作も

可能です。

軸受ナット　(M6、M8、M10、M12)
（1 回限定緩み防止剤塗布付）

ご使用のバルブのサイズにより、
軸受ナットのサイズをお選び下さい

板スパナ

別売品

M6

M8

M10

M12

専用工具 (軸受ナット用 )

(別売品がご必要な場合は、販売店もしくはメーカーにお問合せ下さい。)

表示プレート

ハンドル状態 (施錠中 )でも調整弁の

位置が【S】、【O】のマークでわかる

調整弁　閉時 調整弁　開放時

取り付けイメージ

鍵

必要数お求め下さい。

取替方法 使用方法
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営業時間：平日 10：00 ～ 17：00
(12：00 ～ 13：00 除く )

メーカー保証について

保証期間は、納入後 1年間とします。(販売店引き渡し日から 1年です。
保証には領収書等が必要となります。)
保証期間内に不具合が生じ製造上の欠陥が原因により故障を生じた場合は、
修理または交換いたします。
次に該当する場合は保証対象外です。
・本製品に改造等、二次加工を加えた場合・自然災害 (地震・風水害等 )、
火災等の弊社製品以外の原因の場合・弊社製造以外の複製キー等を使用し
不具合が発生した場合・鍵穴への異物混入が原因の場合・取扱説明書 (
取替方法、操作方法、お願い及び注意事項 )通りに行われていない場合・
腐食する環境で使用した場合・日本国外で使用した場合
保証期間が過ぎた製品の修理・交換は有償になります。
弊社製品の不具合で誘発される二次災害および、いかなる損害費用は保証
の対象外とさせて頂きます。詳しくは、販売店、弊社にお問合せ下さい。

●錠前部は精密部品により構成されています、正しくご
　使用いただけますと長期的にご利用いただけます。
　鍵を差し込むときは急がずに、まっすぐ奥まで差し込
　んでから回転動作をしてください。
　急いで鍵を差し込み回す動作を繰り返しますと錠前の
　寿命が短くなります。鍵を戻すときも鍵を奥まで押し
　込んだまま戻してください。
●鍵に刻印されている番号は個人情報です、人目に触れ
　る場所に放置したり、第三者に貸したりする行為を避
　けてください。
●正しい使用において錠前は急に壊れることはなく予兆
　があります、鍵の操作に違和感を感じた時には使用を
　中止し、ロック部分の交換をしてください。開かなく
　なった場合の保証は致しておりません。
●鍵の設計は不特定多数の人が使用する設計になってお
　りません、個人や決められたメンバーでご使用くださ
　い。 
●専用工具は第三者による不正なバルブ操作を防止する
　鍵の役割もありますので管理者は専用工具の保管にご
　注意下さい。
●ハンドル操作時には、バルブ軸に回転方向以外の加重
　が掛からぬようご注意ください。
●開閉の際、ロック付ハンドルにパイプレンチ、ハンド
　ル回し等を使用する等、過大なトルクを掛けないでく
　ださい。
●現場での商品の取替・設置取付は当社は行っておりま
　せん。ご自身で行って頂くかメンテナンス、または鍵
　の専門業者等にご相談ください。
●この商品は屋内用に設計されています。
　屋外、沿岸部でご使用の場合にはご相談ください。
　

お願い及び注意事項

～緊急時の取扱について～

『次の手順で【取替式バルブ用ハンドルロック】を取外し、

元のバルブハンドルを再装着し弁の開閉を行って下さい。』

①ロック付ハンドルのOリングをずらし、抜け止めピン2本外す。

②ロック付ハンドルを取り外す。(回しながら持ち上げる。)

③専用工具にて軸受ナットを緩める。
　(緩める時は、板スパナで軸受を固定する)

④軸受を取り外す。

⑤元バルブのハンドルを装着し、作業を行う。

※専用工具が必要です。緊急対応できるよう関係者には

　周知徹底お願いします。

・流量調整が必要だが、管理者が不在の時

・天災等で緊急に開閉しなければならない場合

・鍵を差し込んでも開錠できない場合

・万が一の工業設備トラブルなど、緊急対応を必要な場合

　また、屋内に於いて腐食性ガスを取扱う場所は避けてく
　ださい。
●改良の為予告なく仕様変更をする場合がありますので予
　めご了承ください。
●その他注意事項等の追加、変更などがありましたら弊社　
　ホームページにて掲載いたしますので定期的にご閲覧を
　お願いいたします。
●使用者は当取扱説明書をご理解のうえご使用ください。
●ご不明点は販売店もしくは弊社にお問い合わせをお願い　
　いたします。

Sマークで閉時を示す Oマークで開放時を示す




